
次世代育成支援対策推進法及び女性活躍推進に基づく 

日本ガイシ株式会社行動計画 

 

男性の育児参加をはじめとするワークライフバランスの充実を推し進め、すべての従業

員が持てる力を最大限に発揮できる雇用環境の整備を行う。加えて、女性活躍に関する取り

組みを実施することで、女性管理職を増やすことを目標に、次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間  ：2023年 4月 1日～2026年 3月 31日 

 

２． 内容 

目標１：男性の育児休業等※取得率１００％【次世代・女性活躍】 

＜取り組み内容＞ 

・「男性育休 100％宣言」で会社のトップが男性育休を推進していることを社内に浸透さ 

せる。（2023年） 

・社内イントラネットをより情報量が多く使いやすいものに改修する。また、イントラネ

ット内に育児中の男性社員の紹介を掲載し、男性育休をより身近に感じられるように

する。（2024年） 

・男性育休の取得実績を把握し、必要な施策の検討・実施する。（2025年～） 

 

目標２：全従業員のワークライフバランス充実のため、総労働時間の削減を行う。【次世代】 

＜取り組み内容＞ 

・ノー残業デーの実施。 

 ・社内トップによる「イクボス宣言」実施。 

・時間外時間や有給休暇取得率について、定期的に労使で意見交換をする。 

・有給休暇取得の底上げを狙うために、取りやすい職場環境の整備、管理職・本人の 

両方への意識啓発を通じ、取得促進、意識改革に努める。 

・部門別に時間外の上限時間を設定し、超過が見込まれる場合は労使協議を行い、長時間 

労働の削減のための原因分析と対策検討を行う。 

 

目標３：女性管理職比率を５％まで引き上げる【女性活躍】 

＜取り組み内容＞ 

 ・新卒採用に占める女性比率を事務営業系 30％、技術系 20％にする。（2023年～） 

 ・女性社員の配属が本社部門や研究部門に偏っているため、新卒の女性社員の半分を事業 

  部門に配属する。（2023年～） 

・「育休復職後研修」の実施（継続実施） 

 ・総合職転換した女性を主任層へ育成するための研修を導入する。（2024年） 

※育児休業等と育児目的休暇の取得割合 

 


